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特 集
決算審査特別委員会

ふ
る
さ
と
納
税
31
億
円
と
コ
ロ
ナ
関
連

交
付
金
に
よ
り
財
政
は
や
や
肥
大

子ども医療費助成制度
（市ＨＰ）

問　

過
疎
対
策
事
業
債
の
限
度

額
を
問
う
。

答

甲
州
市
全
域
が
対
象
に
な

っ
た
。
ソ
フ
ト
事
業
分
の
限
度

額
は
５
３
９
０
万
円
だ
が
ハ
ー

ド
事
業
分
の
限
度
額
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
県
と
の
協
議
で
決

定
す
る
。

問　

税
の
不
納
、
滞
納
に
対
し

て
差
し
押
さ
え
の
件
数
は
。

答

令
和
４
年
度
は
１
０
９

件
。
経
年
の
増
減
の
傾
向
は
判

断
で
き
な
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

運
用
方
針
と
、
標

※
１

準
財
政
規
模

か
ら
考
え
た
甲
州
市
の
財
政
状

況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
を
問
う
。

答

寄
附
の
50
％
は
返
礼
品
等

の
事
務
費
に
充
当
し
、
残
り
は

積
み
立
て
て
翌
年
に
事
業
に
充

て
て
い
る
が
、
不
安
定
な
要
素

が
あ
る
の
で
全
額
事
業
に
充
て

ず
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
も

す
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
コ
ロ

ナ
交
付
金
の
収
入
が
あ
り
財
政

は
本
来
の
姿
よ
り
や
や
肥
大
し

て
い
る
と
考
え
る
。

■
総
務
費

問　

市
の
結
婚
相
談
員
が
終
わ

り
、
県
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事

業
へ
の
入
会
登
録
料
の
助
成
も

ゼ
ロ
で
あ
る
。
結
果
を
見
て
対

応
は
。

答　

峡
東
３
市
で
12
月
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
。
県
で

も
農
業
婚
活
を
実
施
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
の

寄
附
金
の
使
途
で
あ
る
「
子
ど

も
の
健
全
育
成
」
の
意
向
の
割

合
と
取
り
崩
し
額
の
割
合
に
乖

離
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

若
干
ず
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
調
整
、
研
究
し
て
い
く
。

問　

戦
※
２

略
会
議
・
未
※
３

来
会
議
の

成
果
を
ど
う
考
え
、
提
言
を
ど

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
く
の
か
。

答

農
福
連
携
な
ど
本
年
度
当

初
予
算
に
計
上
し
た
も
の
も
あ

る
。
今
後
一
層
検
討
し
で
き
る

も
の
は
事
業
化
し
て
い
き
た
い
。

問　

オ
ル
ビ
ス
の
森
は
市
民
や

学
校
に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

答

設
置
し
た
協
議
会
で
活
用

を
協
議
し
て
い
く
。
今
後
市
民

へ
の
周
知
な
ど
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

■
民
生
費

問　

国
か
ら
の
給
付
金
事
業
の

執
行
状
況
を
問
う
。

答

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援

給
付
金
は
約
８
割
、
電
気
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
金
は
約
９
割
執
行
し
た
。

■
衛
生
費

問　

令
和
４
年
度
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
を
問
う
。

答

５
歳
か
ら
11
歳
が
20
・
６

％
、
12
歳
か
ら
64
歳
が
45
％
、

65
歳
以
上
が
81
・
１
％
の
接
種

率
で
あ
っ
た
。

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

の
拡
充
後
の
状
況
を
問
う
。

答　

交
付
者
３
１
８
９
名
、
支

給
件
数
５
万
４
６
９
件
、
総
額

１
億
６
１
１
万
４
７
２
４
円
で

あ
る
。
好
意
的
な
声
が
多
い
。

■
労
働
費

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
登
録
者
数
を
問
う
。

答　

登
録
者
数
は
３
９
４
人

（
甲
州
市
１
７
７
人
）、
受
注
件

数
は
１
７
４
０
件
（
甲
州
市
７

２
０
件
）
で
あ
る
。

甲州市と山梨市で共同して運営している
シルバー人材センター

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ふ
さ
わ
し
い
支
援
か
隊
員
に
聞
き
取
り

国土交通省道路橋
定期点検要領

■
農
林
水
産
業
費

問　

農
業
担
い
手
確
保
の
諸
事

業
の
執
行
率
が
低
い
要
因
は
。

答　

希
望
は
あ
っ
て
も
補
助
の

条
件
に
合
致
し
な
い
、
確
実
な

就
農
と
な
る
た
め
審
査
を
厳
し

く
し
て
い
る
、
な
ど
が
あ
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
支
援
か
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
。

答　

個
々
の
隊
員
に
最
低
月
１

度
は
機
会
を
作
り
、
希
望
な
ど

の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

■
商
工
費

問　

観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
内
容
は
。

答　

協
会
員
個
々
の
ア
カ
ウ
ン

ト
で
自
身
の
ペ
ー
ジ
を
編
集
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
土
木
費

問　

塩
山
駅
周
辺
整
備
事
業
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

視
認
性
や
機
能
性
を
重
視

し
て
整
備
を
行
っ
た
。
都
市
計

画
道
路
事
業
も
今
後
あ
り
、
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計

画
改
定
の
重
点
を
問
う
。

答

橋
梁
の
健
全
度
に
応
じ
て

直
す
橋
梁
を
絞
り
、
さ
ら
に
交

通
量
な
ど
で
順
位
付
け
を
し
て

事
業
展
開
し
て
い
く
。

■
消
防
費

問　

要
支
援
者
情
報
の
把
握
や

個
別
の
避
難
計
画
作
成
は
で
き

た
の
か
。

答

台
帳
を
作
成
し
地
域
の
区

長
や
民
生
委
員
に
配
布
し
た
。

避
難
計
画
に
つ
い
て
は
地
域
に

策
定
を
お
願
い
し
た
。

■
教
育
費

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

推
進
事
業
の
実
績
を
問
う
。

答

学
校
運
営
協
議
会
委
員
を

各
校
15
名
以
内
で
任
命
。
12
名

の
学
校
も
あ
る
が
多
く
は
４
名

の
委
員
と
な
っ
て
い
る
。

問　

公
民
館
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
避
難
場
所
や
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
多
機
能
施
設
と
し
て
十
分

か
調
査
し
て
い
る
か
問
う
。

答

公
民
館
の
建
物
と
し
て
の

不
備
を
調
査
し
、
維
持
で
き
て

い
れ
ば
ほ
か
の
用
途
に
も
使
う

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
等

決
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
葊
瀬
明
弘　

〇
丸
山
国
一

　

日
向　

正　
　

高
畑
一
幸

　

飯
島
孝
也　
　

平
塚　

悟

　

相
沢
俊
行　
　

佐
藤
浩
美

視認性や機能性を重視して整備を行った塩山駅南口
今後の活性化が期待される

令和４年度 一般会計決算内訳

労働費（0.1%）1,799万4,953円

　総務費（30.4%)
66億7,269万3,658円

　民生費（23.1%)
50億8,330万5,754円

　公債費（13.6%)
29億7,657万9,829円

教育費（7.4%)
16億2,938万
　　7,887円

衛生費（7.4%)
16億2,823万
　　2,200円

土木費（7.3%)
16億1,635万

5,126円

219億6,424万
5,621円

229億5,268万
6,819円

議会費（0.8%）1億7,172万8,711円
農林水産業費（2.7%）5億9,107万9,862円
消防費（3.1%）6億7,277万5,211円
商工費（4.1%）9億411万2,430円

歳出 歳入

　市税（18.2%)
41億8,740万8,618円

　寄附金
（13.7%)
31億4,970万
9,450円

　繰入金（6.5%)
　　14億9,102万
　　　7,168円

　繰越金（5.6%)
12億7,973万5,129円

　地方交付税 (26%）
59億6,697万7,000円

国庫支出金
（12.8%）

29億2,793万
6,103円

市債（5.6%)
12億8,745万8,000円

県支出金（5.2%)
12億191万815円

その他依存財源（1.2%）
2億6,794万8,852円

諸収入（1.1%）2億4,671万6,300円
その他自主財源（0.9%）2億1,530万2,384円

令和４年度の各会計決算について、９月20日・21日・25日・26日の４日間、一般会計等決算審査特
別委員会および公営企業会計等決算審査特別委員会を開催し審査を行いました。各特別委員会では慎重審
査の結果、全ての会計を「認定すべきもの」と決しました。審査の内容を要約してお伝えします。

【一般会計とは】福祉、衛生、土木、教育など、市の運営に関する基本的な経費を計上している会計です。

一般
会計 219億6,424万5,621円

歳出は

を認定決算
令和４年度

歳
入

歳
出

地方消費税交付金（3.2%）
7億3,055万7,000円

　　　　　　（46.1%）
105億6,989万9,049円
　　　　　　（46.1%）　　　　　　（46.1%）自主財源

　　　　　　（53.9%）
123億8,278万7,770円
　　　　　　（53.9%）依存財源

自主財源
依存財源

市で集めるお金
国・県・借入金に頼るお金

※１　標準税収入額等（理論上標準的な収入見込額）＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額
※２ 　本市の未来について意見提案をいただく未来戦略会議のうち、市内外の産業界等各分野の機関

等の代表者等で構成される会議
※３　未来戦略会議のうち、一般公募等による市内在住の若年層で構成される会議
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決算審査特別委員会
決算

令和４年度

特別会計 歳入 歳出
国民健康保険事業 41億8,848万2,729円 41億6,241万9,909円
診療所事業 6,818万6,958円 5,710万985円
後期高齢者医療 5億425万9,567円 5億195万3,694円
介護保険事業 38億4,374万2,117円 37億6,226万9,670円
居宅介護予防支援事業 1,990万56円 887万9,870円
大藤財産区 584万8,427円 279万3,619円
神金財産区 747万8,045円 550万6,596円
萩原山財産区 1,284万5,611円 1,062万7,880円
竹森入財産区 401万3,349円 46万4,787円
岩崎山保護財産区管理会 431万9,572円 430万8,867円

問　

令
和
３
年
度
に
比
較
し

て
、
訪
問
実
施
回
数
、
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
数
が
だ
い
ぶ
少

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
と

の
接
触
を
避
け
る
意
味
か
ら
サ

ー
ビ
ス
自
体
を
受
け
る
こ
と
を

自
粛
す
る
傾
向
に
あ
り
、
訪
問

等
の
件
数
が
減
っ
た
と
考
え
る
。

■
診
療
所
事
業

問　

診
療
所
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
。

答

診
療
所
の
医
師
を
市
全
体

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
で

あ
る
。
地
域
医
療
の
計
画
に

沿
っ
て
、
引
き
続
き
大
藤
診
療

所
の
在
り
方
も
考
え
て
い
く
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

問　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
方

へ
の
対
応
や
相
談
は
。

答

何
度
か
催
促
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
対
面
で
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
保

険
証
が
行
き
届
く
こ
と
に
繋
が

る
と
考
え
る
。

■
介
護
保
険
事
業

問　

ニ
ー
ズ
調
査
の
ま
と
め
は

で
き
た
の
か
。

答

令
和
４
年
度
中
に
ま
と

ま
っ
て
お
り
、
結
果
を
基
に
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
調
査

の
結
果
は
、
市
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
毎
月
の
市

広
報
に
順
次
掲
載
し
て
い
る
。

■
居
宅
介
護
予
防
支
援
事
業

保
険
証
だ
が
、
短
期
保
険
証
、

資
格
証
明
書
の
場
合
は
。

答

医
療
機
関
と
情
報
が
連
携

さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
は
資

格
証
明
書
か
短
期
保
険
証
か
を

確
認
で
き
る
。

問　

山
梨
県
と
し
て
一
律
の
保

険
料
を
目
指
し
て
い
る
と
の
事

だ
が
。

答

令
和
12
年
に
は
山
梨
県
下

で
保
険
料
率
を
統
一
す
る
方
向

で
は
あ
る
が
、
ま
だ
具
体
的
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
県
の
運
営

方
針
の
改
定
が
あ
る
の
で
、
市

と
し
て
も
保
険
税
率
の
検
討
を

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

問　

市
全
体
の
健
康
を
考
え
る

中
の
一
つ
と
し
て
、
75
歳
以
上

へ
の
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
補
助

を
検
討
が
で
き
る
の
か
。

答

後
期
高
齢
者
の
方
の
人
間

ド
ッ
ク
助
成
に
つ
い
て
要
望
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

健
診
の
受
け
方
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
検
討
を
し
て
い
く
。

な
い
。
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
を
県
に
支
払
う
際
に
、

４
５
５
５
万
円
余
の
財
政
措
置

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え

る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

紐
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
康

■
国
民
健
康
保
険
事
業

問　

財
政
調
整
基
金
へ
７
３
６

５
万
円
余
を
積
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
が
、
令
和
４
年

度
に
何
か
特
別
な
こ
と
を
行
っ

た
の
か
。

答　

特
別
に
対
応
し
た
こ
と
は

■
水
道
事
業

問　

水
道
代
金
は
、
他
市
と
比

べ
て
安
い
の
か
高
い
の
か
。
ま

た
全
国
的
に
は
ど
う
か
。

答

現
在
、
供
給
し
て
い
る
単

価
は
税
抜
き
で
１
㎥
あ
た
り
１

６
３
円
で
あ
る
。
全
国
の
同
じ

規
模
の
自
治
体
で
は
安
い
方
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
山
梨
県
内

で
は
、
高
い
方
か
ら
３
番
目
く

ら
い
で
あ
る
。

問　

山
梨
県
で
は
水
道
広
域
化

推
進
プ
ラ
ン
を
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
広
域
化
に
向
け
た
取
り

組
み
は
何
か
し
て
い
る
の
か
。

答

峡
東
地
域
は
、
峡
東
地
域

広
域
水
道
企
業
団
が
あ
り
、
そ

の
中
で
で
き
る
効
果
的
な
こ
と

を
進
め
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
は
、

人
口
減
の
中
、
投
資
を
し
て
も

な
か
な
か
回
収
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
事
務
の

共
同
化
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
か
ら

進
め
て
い
く
と
い
う
結
論
に
達

し
て
お
り
、
定
期
的
に
会
議
を

し
て
い
る
。

■
下
水
道
事
業

問　

令
和
４
年
度
の
下
水
道
事

業
の
経
営
戦
略
に
お
い
て
は
、

繰
入
金
は
４
億
９
０
０
０
万
円

と
さ
れ
て
い
た
が
、
決
算
で
は

一
般
会
計
か
ら
５
億
１
０
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
が
、

抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

答

財
政
当
局
と
も
話
し
合
い

は
し
た
が
、
電
気
料
等
か
な
り

上
が
っ
て
し
ま
い
、
非
常
に
難

し
い
こ
と
か
ら
、
経
営
戦
略
を

超
え
て
の
繰
入
額
と
な
っ
た
。

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

施
設
管
理
者
不
在
の
改
善
を

■
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業

問　

約
３
３
０
０
万
円
の
純
利

益
が
出
た
内
容
に
つ
い
て
、
大

き
な
要
因
は
何
か
。

答

収
入
が
１
億
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
増
収
に
な
り
、
費
用
を

５
０
０
０
万
円
程
度
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
対
策

の
地
域
応
援
商
品
券
等
を
売
店

や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
い
ち
早
く
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

こ
と
は
、
増
収
の
大
き
な
要
因

に
な
っ
た
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
経
営
に
努
め
、
で
き
う
る
人

員
の
中
で
多
く
の
お
客
様
を
お

も
て
な
し
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
図
っ
た
。

問　

施
設
管
理
者
に
つ
い
て
、

現
在
不
在
で
あ
る
が
、
令
和
４

年
度
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ

っ
た
の
か
。

答

職
員
は
、
状
況
の
把
握
は

し
て
い
な
い
。

問　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

新
設
し
た
と
あ
る
が
、
登
録
者

数
は
。

答

現
在
、
４
８
０
０
人
で
あ

る
。

■
勝
沼
病
院
事
業

問　

地
域
医
療
体
制
審
議
会
の

中
で
、
勝
沼
病
院
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
に
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

答

昨
年
度
は
、
審
議
会
を
４

回
、
庁
内
検
討
会
を
２
回
、
開

催
し
た
。
勝
沼
病
院
の
入
院
や

外
来
の
患
者
動
向
等
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
中
で
、
第
５
期
の

指
定
管
理
期
間
で
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
審
議

し
て
い
る
。

病院に設置されているカードリーダー
紐づけることでマイナンバーカードを健康保険証として
利用できる

国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
調
整
基
金
積
立
金
７
３
６
５
万
円
余

地域包括支援センター
（市ＨＰ）

令和６年度末で第４期指定管理期間が終了する勝沼病院

公
営
企
業
会
計
等

決
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
矢
崎
友
規　

〇
中
村
勝
彦

髙
野
浩
一　
　

小
林
真
理
子

小
野
公
秀　
　

有
賀
公
子

荻
原
哲
也

企業会計 事業収益 事業費用
水道事業 9億9,315万4,176円 9億3,469万9,513円
下水道事業 9億4,994万7,805円 9億2,655万6,782円
勝沼ぶどうの丘事業 7億9,713万6,637円 7億5,098万6,644円
勝沼病院事業 2,101万8,606円 2,101万7,605円

特
別
会
計
・
企
業
会
計

【特別会計とは】
特定の歳入を特定
の歳出に充てるた
め、一般会計と区
別して設けられる
会計です。

【企業会計とは】
市が運営する企業

（公営企業）の会
計です。

勝沼ぶどうの丘

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

約
３
３
０
０
万
円
の
純
利
益
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議案
番号

議員名

案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

荻
原　

哲
也

有
賀　

公
子

佐
藤　

浩
美

小
野　

公
秀

矢
崎　

友
規

相
沢　

俊
行

平
塚　
　

悟

小
林
真
理
子

飯
島　

孝
也

髙
野　

浩
一

青
柳　

好
文

高
畑　

一
幸

廣
瀬　

明
弘

岡
部
紀
久
雄

日
向　
　

正

中
村　

勝
彦

丸
山　

国
一

結　
　
　

果

９
月
定
例
会

条例案

議案
第53号 甲州市職員給与条例の一部を改正する条例制定について

議　
　

長

議案
第54号

甲州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

議案
第55号

甲州市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例
制定について

P. 6
P.19

補正
予算案

議案
第56号 令和５年度甲州市一般会計補正予算（第４号）　※初日議決 P. 6

P.20 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

議案
第57号 令和５年度甲州市一般会計補正予算（第５号） P. 6

P.20

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第58号

令和５年度甲州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１
号）

議案
第59号 令和５年度甲州市診療所事業特別会計補正予算（第１号） P.21

議案
第60号 令和５年度甲州市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） P.21

議案
第61号 令和５年度甲州市竹森入財産区特別会計補正予算（第１号）

議案
第62号 令和５年度甲州市水道事業会計補正予算（第１号） P.21

議案
第63号 令和５年度甲州市下水道事業会計補正予算（第１号） P.21

議案
第64号 令和５年度甲州市勝沼ぶどうの丘事業会計補正予算（第１号） P.21

その他
の案件

議案
第65号

請負変更契約の締結について
（勝沼中学校大規模改造工事（建築主体工事））　※初日議決

P. 6
P.18 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

人事案

議案
第66号 教育委員会委員の任命について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○同意
議案

第67号 公平委員会委員の選任について

議案
第68号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案
第69号 人権擁護委員の推薦について

認定案

認定
第１号 令和４年度甲州市一般会計歳入歳出決算 P.2-3

P. 6 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定

認定
第2号 令和４年度甲州市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 P. 4

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第3号 令和４年度甲州市診療所事業特別会計歳入歳出決算 P. 4

認定
第4号 令和４年度甲州市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 P. 4

認定
第5号 令和４年度甲州市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 P. 4

認定
第6号

令和４年度甲州市居宅介護予防支援事業特別会計歳入歳出
決算 P. 4

認定
第7号 令和４年度甲州市大藤財産区特別会計歳入歳出決算

認定
第8号 令和４年度甲州市神金財産区特別会計歳入歳出決算

認定
第9号 令和４年度甲州市萩原山財産区特別会計歳入歳出決算

認定
第10号 令和４年度甲州市竹森入財産区特別会計歳入歳出決算

認定
第11号

令和４年度甲州市岩崎山保護財産区管理会特別会計歳入歳
出決算

認定
第12号 令和４年度甲州市水道事業会計の利益の処分及び決算 P. 5

可決
及び
認定

認定
第13号 令和４年度甲州市下水道事業会計の利益の処分及び決算 P. 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第14号

令和４年度甲州市勝沼ぶどうの丘事業会計の利益の処分及び
決算 P. 5

認定
第15号 令和４年度甲州市勝沼病院事業会計決算 P. 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

報告
事項

報告
第4号 健全化判断比率報告について

報告
第5号 資金不足比率報告について － － － － － － － － － － － － － － － － －
報告

第6号
令和４年度甲州市教育委員会の事務に関する点検・評価報告
について

請願

請願
第3号

加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学
校での３５人学級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費
国庫負担制度拡充を図るための請願

P. 6
P.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○採択

請願
第4号

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を求める
請願

P. 6
P.19 ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 不採択

議員
発議案

発議案
第1号

加配定数の振り替えによらない小学校３５人学級の実施、中学
校での３５人学級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費
国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について

P. 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

（賛成＝○　反対＝●　退席＝△　欠席＝欠）

令和５年９月定例会議案等議決結果一覧表

９
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議
結
果

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

討
論
・
採
決
に
よ
り

賛
成
多
数
で
認
定

　

令
和
５
年
甲
州
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
31
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
や
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条

例
案
な
ど
38
件
の
事
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

金
の
使
い
方
に
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
子
育
て
や
教
育
に
も
っ

と
お
金
を
使
う
べ
き
で
あ
り
、

認
定
で
き
な
い
。

◆
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
等
に
対
す
る
措
置
が
拡

充
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
う
、
当

該
空
家
等
へ
の
指
導
又
は
勧
告

の
手
続
き
等
に
関
す
る
改
正
で

あ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
は
、
１
４
６

６
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
９
９
億
６
５
４
８
万

３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
歳

出
内
容
は
、
総
務
費
に
勝
沼
市

民
会
館
エ
ア
コ
ン
室
外
機
等
修

繕
費
と
し
て
81
万
円
、
民
生
費

に
生
活
保
護
基
準
額
改
定
等
対

応
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
費

と
し
て
３
０
８
万
円
、
教
育
費

に
勝
沼
中
学
校
大
規
模
改
造
工

事
増
工
分
等
と
し
て
１
０
７
７

万
１
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
は
、
11
億
５

７
６
９
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
１
１
億
２
３
１

７
万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
内
容
は
、
総
務
費
に

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
等
と
し

て
９
億
３
３
０
万
３
０
０
０
円

円
、
衛
生
費
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等

と
し
て
５
３
２
３
万
円
、
農
林

水
産
業
費
に
農
業
者
等
支
援
事

業
給
付
金
給
付
事
業
費
等
と
し

て
２
億
１
９
０
３
万
円
、
商
工

費
に
交
流
・
体
験
施
設
維
持
管

理
費
等
と
し
て
４
５
４
万
３
０

０
０
円
を
追
加
し
、
議
会
費
、

民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
は

職
員
給
与
費
等
を
合
計
５
２
８

１
万
９
０
０
０
円
減
額
す
る
も

の
で
す
。
主
な
歳
入
内
容
は
、

寄
附
金
に
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
等
と
し
て
８
億
４
１
０
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
は
、
勝
沼
中
学
校
大
規
模

改
造
工
事
（
建
築
主
体
工
事
）

に
お
い
て
、
外
壁
の
塗
膜
浮
き

お
よ
び
下
地
の
不
具
合
の
改
修

に
よ
る
増
工
な
ど
の
請
負
変
更

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
工
期
は
10
月

20
日
ま
で
。

◆
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ

ら
な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、
中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
は
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
関
係

省
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

◆
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
を

求
め
る
請
願
は
、「
不
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
し
た
厚
生
経
済

常
任
委
員
長
の
報
告
に
異
議
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
討
論
・
採

決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と

お
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

可
決
議
案

と
同
様
な
内
容
の
請
願
を
不
採

択
と
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。

適正に執行されたとして令和４年度
各会計決算は認定された

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
等
の
各
会
計
決
算
は
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
の
詳
細
は
２
㌻
か

ら
５
㌻
を
参
照
）

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
は
、「
認
定
す
べ
き

も
の
」
と
し
た
一
般
会
計
等
決

算
審
査
特
別
委
員
長
の
報
告
に

異
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
討

論
・
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

都
市
再
生

整
備
計
画
の
目
標
達
成
に
塩
山

駅
前
整
備
は
必
要
だ
っ
た
の
か
。

何
度
も
工
事
を
し
て
お
り
、
税



問

議員

答
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９人の議員が
市政を問う！

会議録検索
システム

※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

質問議員 質問内容 ページ

矢崎　友規
（みらい政友会）

①地域活性化の取り組み
②市民生活向上の取り組み
③子どもに優しいまちづくり

9

飯島　孝也
（市民ハーモニー）

①宅地や建物、農地など不動産の流動化対策
②地域のスポーツ（運動）振興と中学校部活動の地域移行 10

髙野　浩一
（政和クラブ）

①農業振興
②防災対策
③スポーツ振興

11

佐藤　浩美
（日本共産党）

①補聴器助成について
②文化のまちづくり
③ぶどうの国文化館について

12

有賀　公子
（公明党）

①安心して暮らすことの出来る共生社会の実現
②DX推進の子育て
③アピアランスケアについて
④防災・減災に強いまちづくり

13

小林　真理子
（市民ハーモニー）

①部活動大会等移動支援
②学校施設利活用
③市長の政治姿勢

14

高畑　一幸
（政和クラブ）

①災害発生時の対応
②異常気象による、酷暑対策
③公共交通について

15

廣瀬　明弘
（フォーラム進夢）

①防災対策
②国際交流
③観光とイベント実施

16

日向　正
（みらい政友会）

①市民の健康増進
②災害対策
③デジタル教育の取り組み
④光熱費の値上げ対策
⑤ゼロカーボンシティ宣言の具体的な施策

17

　
９
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
９
月

７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
は
、
甲
州
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
９
月
定
例
会
会

議
録
を
市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
掲
載
・
発
行
は
い
ず
れ
も
12
月

上
旬
の
予
定
で
す
。

二
地
域
居
住
を
目
的
と
し
た

区
域
外
就
学
へ
の
対
応
は

子
ど
も
の
教
育
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要

個
々
の
状
況
を
聞
き
取
り
審
査
し
て
い
く

矢崎　友規
みらい政友会

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

（市ＨＰ）

問　

住
民
票
を
移
さ
ず
に
区
域

外
の
学
校
に
転
入
す
る
制
度
、

本
市
の
適
用
基
準
は
。

答

本
市
で
は
区
域
外
就
学
を

許
可
す
る
基
準
に
、
学
年
途
中

の
転
出
、
兄
姉
の
在
学
、
教
育

的
配
慮
な
ど
７
項
目
を
定
め
許

可
し
て
い
る
。

問　

二
地
域
居
住
を
目
的
と
し

た
区
域
外
就
学
へ
の
対
応
と
今

後
の
方
向
性
を
問
う
。

答

同
一
の
教
科
書
や
教
材
な

ど
、
教
育
環
境
上
あ
る
程
度
長

期
間
同
一
学
校
に
就
学
す
る

な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、

個
々
の
状
況
を
聞
き
取
り
審
査

し
て
い
く
。

問　

区
域
外
就
学
を
活
用
し
た

二
地
域
居
住
の
促
進
に
つ
い

て
、
現
状
と
課
題
は
。

答

子
ど
も
や
高
齢
者
が
い
る

家
庭
は
、
学
校
や
通
院
、
介
護

な
ど
が
あ
り
、
単
身
や
夫
婦
世

帯
に
比
べ
、
移
住
や
二
地
域
居

住
選
択
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

住
民
票
を
取
得
し
て
い
な
い
居

住
地
域
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

市
民
バ
ス
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
、
観
光
で
訪
れ
る
方
々

へ
の
取
り
組
み
も
含
め
問
う
。

答

年
齢
区
分
や
利
用
頻
度
に

応
じ
た
乗
車
券
の
購
入
形
態
を

整
え
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
目

的
の
方
に
は
乗
り
換
え
検
索
サ

イ
ト
で
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
効
率
的
な
利
用
促
進
が
期

待
さ
れ
る
。

問　

市
民
バ
ス
の
自
由
乗
降
区

間
の
設
定
に
つ
い
て
問
う
。

答

高
齢
者
や
子
ど
も
の
利
便

性
に
配
慮
し
、
全
８
路
線
の
う

ち
５
路
線
で
対
象
と
な
る
区
間

や
時
期
を
設
定
し
て
い
る
。
今

後
も
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
の
取
り
組
み
は
。

答

７
月
末
の
保
有
率
は
73
・

７
％
で
あ
る
。
総
合
健
診
会
場

で
の
受
付
や
市
役
所
で
は
予
約

制
で
毎
週
水
曜
日
の
時
間
外
と

月
２
回
の
土
日
に
受
付
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
予
約
制
の
個

別
訪
問
に
よ
る
受
付
を
10
月
か

ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人
情

報
紐
づ
け
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

問
い
合
わ
せ
は
な
く
、
ト

ラ
ブ
ル
発
生
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
保
険
証
や
公
金
受
取

口
座
の
紐
づ
け
は
、
登
録
支
援

の
際
に
、
本
人
と
読
み
合
わ
せ

を
行
う
な
ど
、
手
続
き
の
徹
底

を
図
っ
て
い
る
。

問　

私
立
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

使
用
済
み
お
む
つ
廃
棄
補
助
の

進
捗
は
。

答　

要
望
書
の
提
出
も
あ
り
、

国
の
補
助
事
業
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

子
ど
も
の
い
る
離
婚
・
再

婚
家
庭
な
ど
様
々
な
状
況
の
家

庭
が
気
兼
ね
な
く
相
談
・
学
習

で
き
る
場
な
ど
を
設
け
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

答

全
て
の
子
育
て
世
帯
、
子

ど
も
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制

の
充
実
、
学
び
の
場
の
提
供
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問　

離
婚
後
の
養
育
費
を
受
け

と
れ
ず
に
い
る
世
帯
へ
の
対
策

は
。

答

夫
婦
間
の
問
題
に
直
接
の

関
わ
り
は
で
き
な
い
が
、
必
要

に
応
じ
て
無
料
法
律
相
談
を
紹

介
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

市民に加え観光客の利用も期待される市民バス



問

議員

答問

議員

答
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飯島　孝也
市民ハーモニー

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

創
設
す
る
考
え
は

中
学
校
の
運
動
部
活
動
地
域
移
行
に

関
す
る
受
け
皿
の一つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る

問　

市
内
の
不
動
産
市
況
に
お

い
て
、
具
体
的
な
需
要
に
つ
い

て
分
析
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答　

具
体
的
な
需
要
に
つ
い
て

は
、
市
民
ま
た
は
土
地
取
得
希

望
者
か
ら
の
相
談
等
で
判
断
し

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
宅
地
等
の

取
得
に
関
わ
る
相
談
が
な
く
、

土
地
の
需
要
等
の
分
析
は
で
き

て
い
な
い
た
め
、認
識
は
な
い
。

問　

宅
地
や
建
物
、
農
地
な
ど

不
動
産
の
流
動
化
促
進
策
と
し

て
、
税
制
対
策
が
あ
る
が
、
流

動
化
対
策
に
有
効
と
考
え
る
か
。

答

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定

空
き
家
に
認
定
さ
れ
た
建
物
が

建
つ
宅
地
に
つ
い
て
は
、
住
宅

用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

例
が
取
り
消
さ
れ
る
の
で
、
本

市
で
は
空
き
家
税
の
創
設
は
考

え
て
い
な
い
。
農
地
の
流
動
化

対
策
は
、
市
で
対
応
し
て
い
る

が
、
宅
地
や
建
物
の
流
動
化
は

民
間
に
お
け
る
土
地
取
引
で
あ

り
、行
政
に
よ
る
土
地
の
利
用
、

管
理
は
、
流
動
化
と
は
別
に
国

土
利
用
計
画
法
や
都
市
計
画
法

に
基
づ
い
た
遊
休
土
地
の
公
的

施
設
の
転
換
促
進
に
つ
い
て
検

討
で
き
る
。

問　

教
員
の
負
担
軽
減
に
だ
け

力
点
を
置
い
て
、
中
学
校
の
部

活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
考

え
な
の
か
。

答　

生
徒
に
と
っ
て
充
実
し
た

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
取
り

組
み
、
休
日
の
部
活
動
に
お
け

る
教
員
負
担
の
軽
減
も
踏
ま

え
、
地
域
と
連
携
し
た
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
と
し
て
整
備
を
図
り
、

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

当
初
か
ら
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
が
、
中
学
校
部
活
動

地
域
移
行
の
担
当
で
あ
る
理
由

を
問
う
。

答

当
課
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
地
域

と
の
接
点
を
持
ち
、
そ
の
知
見

を
生
か
し
つ
つ
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
地
域
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
学
校
現
場
も
含
め
た

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
連
す
る
部

署
と
の
連
携
を
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
将
来
的
に
地
域
で

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
発
展
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
判

断
に
よ
り
当
課
が
担
当
し
て
い

る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
を
所
管
す

る
課
な
ど
が
連
携
し
、
一
体
的

に
ス
ポ
ー
ツ
支
援
や
進
行
を
図

る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
創
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

中
学
校
の
運
動
部
活
動
地

域
移
行
に
関
す
る
受
け
皿
の
一

つ
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。

答
　
教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
庁
が

示
し
た
「
学
校
部
活
動
及
び
新

た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り

方
等
に
関
す
る
総
合
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
中
で
、
市
町
村
が
主

体
と
な
り
、
地
域
に
あ
る
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、指
導
員
等
と
連
携
し
、

ま
た
学
校
関
係
者
と
も
情
報
共

有
を
し
て
い
く
中
で
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
新
た
な
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
を
設
立

し
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
協

議
を
進
め
て
い
く
。

学校部活動及び新たな地域クラブ
活動の在り方等に関する総合的な

ガイドライン
（スポーツ庁ＨＰ）

地域が受け皿となり部活動地域移行が望まれる

避
難
所
に
な
る
体
育
館
に

冷
房
設
備
を

学
校
施
設
整
備
計
画
に
併
せ
て
の

実
施
と
な
る

髙野　浩一
政和クラブ

峡東地域農福連携推進協議会

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
あ
る

飢
餓
を
終
わ
ら
せ
る
方
法
と
し

て
、
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に

行
っ
て
い
る
環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
は
。

答

市
で
は
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
に
よ
る
助
成

を
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ

山
梨
で
は
無
煙
炭
化
器
、
草
生

栽
培
に
対
応
す
る
乗
用
草
刈
り

機
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
。

問　

今
年
度
の
農
※
１

福
連
携
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
は
。

答

10
月
21
日
に
ぶ
ど
う
の
丘

で
開
催
さ
れ
る
。
農
福
連
携
を

進
め
る
上
で
、
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ

ル
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

問　

農
作
業
受
託
推
進
事
業
の

内
容
と
今
年
度
予
算
の
執
行
状

況
は
。

答

市
内
の
障
が
い
者
施
設
が

農
作
業
を
受
託
す
る
際
に
必
要

と
な
る
資
機
材
等
の
購
入
補
助

で
、
現
時
点
の
申
請
は
な
い
。

問　

避
難
所
の
冷
房
設
備
の
設

置
状
況
は
。

答

地
区
公
民
館
な
ど
は
空
調

設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
高
齢

者
等
の
災
害
弱
者
は
安
全
が
確

認
さ
れ
た
後
、
空
調
設
備
の
整

備
さ
れ
た
場
所
に
移
動
し
て
い

た
だ
く
。
空
調
設
備
が
な
い
避

難
所
は
、
滞
在
期
間
が
短
期
で

あ
れ
ば
扇
風
機
、
長
期
に
わ
た

る
場
合
に
は
大
型
冷
風
機
の
レ

ン
タ
ル
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

問　

国
は
地
方
自
治
体
に
対
し

て
避
難
所
の
冷
房
設
備
、
非
常

用
電
源
等
の
設
置
を
推
進
す
る

よ
う
通
達
し
て
お
り
、
文
部
科

学
省
、
総
務
省
は
交
付
金
等
の

財
源
を
用
意
し
て
い
る
。
避
難

所
と
な
る
体
育
館
に
冷
房
設
備

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

体
育
館
は
床
面
積
が
大
き

く
、
天
井
も
高
く
、
断
熱
性
も

確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
冷

暖
房
効
率
が
悪
い
。
断
熱
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
か

ら
の
改
修
が
必
要
で
あ
り
、
学

校
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
く
大

規
模
改
造
事
業
の
際
に
併
せ
て

実
施
し
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。
移
動
式
空
調
機
の
利
活
用

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

問　

移
動
可
能
な
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
災
害
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
状

況
は
。
ま
た
、
想
定
さ
れ
る
避

難
者
数
に
足
り
る
の
か
。

答　

備
蓄
数
は
、
マ
※
２

ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
28
基
、
簡
易
ト
イ
レ
73

基
で
あ
る
。
災
害
の
規
模
に
よ

り
不
足
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
の
で
、
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

数
を
増
や
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も

調
整
し
て
い
く
。

問　

中
学
校
運
動
部
活
動
地
域

移
行
推
進
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

１
名
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
１
名
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
役
割
は
。

答

統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
は
地
域
移
行
を
推
進
す

る
上
で
の
統
括
役
で
、
学
校
現

場
や
外
部
団
体
の
調
査
や
調
整

な
ど
。
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
他
の
自
治
体
の
先
進

事
例
や
手
法
を
研
究
し
本
市
の

実
状
と
併
せ
地
域
の
指
導
者
や

団
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

問　

地
域
移
行
に
つ
い
て
、
ど

の
様
な
点
が
課
題
で
あ
る
か
。

答

指
導
者
や
受
け
皿
と
な
る

団
体
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

冷房設備が求められる避難所となる体育館

※１　「農業」と「福祉」の連携で生まれた農産品や加工品を販売する場所
※２　下水道管路にあるマンホールの上に簡易な便座やパネルを設置したトイレ
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佐藤　浩美
日本共産党

補
聴
器
購
入
の
際
の
助
成
事
業
の

内
容
は

新
規
購
入
に
対
す
る
費
用
の
助
成

問　

軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
補

聴
器
購
入
費
助
成
事
業
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ
る

の
か
。

答

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
18
歳
以
上

で
、
補
助
対
象
者
が
使
用
す
る

補
聴
器
の
新
規
購
入
に
対
す
る

費
用
を
対
象
と
し
て
い
る
。
補

助
率
は
２
分
の
１
、
補
助
額
の

上
限
を
３
万
円
と
す
る
補
正
予

算
を
今
定
例
会
に
上
程
し
た
。

問　

補
聴
器
購
入
後
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
の
支
援
の
考
え
は
。

答

新
規
購
入
に
対
す
る
費
用

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
修

理
、
部
品
の
交
換
、
ま
た
調
整

等
の
費
用
は
補
助
対
象
外
で
あ

る
。
な
お
、
助
成
金
の
交
付
後

５
年
を
経
過
す
る
か
、
災
害
等

で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

に
は
、
再
度
助
成
金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

文
化
の
薫
り
高
い
個
性
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
、
芸
術
文
化
活
動
を
ど

の
よ
う
に
促
進
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答

各
種
芸
術
文
化
団
体
の
育

成
、支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
自
主
的
な
芸
術
、
文
化

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
鑑
賞

機
会
と
発
表
会
の
充
実
に
取
り

組
む
。

問　

芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す

る
た
め
施
設
利
用
料
の
減
免
措

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

施
設
利
用
料
は
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
利
用
者
が
負
担

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、
市
長
が
特
別
の
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
使
用

料
を
減
額
し
、
ま
た
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
（
以

下
、
文
化
館
）
設
置
か
ら
現
在

ま
で
の
歴
史
的
経
緯
を
問
う
。

答

平
成
７
年
、
勝
沼
町
に
お

い
て
設
置
し
た
施
設
で
あ
り
、

勝
沼
の
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
に
関

す
る
歴
史
に
つ
い
て
展
示
・
解

説
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
あ

る
。
近
年
市
内
の
開
発
に
伴
う

発
掘
調
査
が
増
え
る
中
、
報
告

書
作
成
及
び
埋
蔵
文
化
財
の
整

理
作
業
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
資

料
の
展
示
場
所
と
し
て
も
活
用

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

問　

文
化
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
は
な
じ
ま

ず
、
文
化
館
の
入
場
者
は
、
わ

だ
つ
み
平
和
文
庫
を
見
た
ら
違

和
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答

わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
も
、

郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
館
の
内

容
に
沿
う
も
の
と
考
え
る
。

問　

文
化
館
の
活
用
法
に
つ
い

て
、
本
当
に
わ
だ
つ
み
平
和
文

庫
を
置
く
こ
と
が
妥
当
な
の
か
。

答

副
市
長

わ
だ
つ
み
平
和

文
庫
は
一
箇
所
で
常
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
が

今
は
無
い
。
平
和
教
育
と
い
う

資
料
が
十
分
に
活
用
し
切
れ
て

い
な
い
た
め
、
一
時
的
も
し
く

は
あ
る
程
度
の
期
間
、
わ
だ
つ

み
平
和
文
庫
の
一
部
を
文
化
館

で
展
示
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
今
の
状
態
よ
り
は
よ

く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
で

い
る
。

ぶどうの国文化館
（市ＨＰ）

市民文化会館には「わだつみ平和文庫」の一部が
展示されている

が
ん
患
者
の
た
め
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
に
助
成
を
す
る
考
え
は
あ
る
か

県
の
動
き
と
合
わ
せ
て
市
と
し
て
も

前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い

有賀　公子
公明党

がん対策推進基本計画
（厚生労働省ＨＰ）

問　

安
心
し
て
暮
ら
す
事
が
出

来
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
第
３
次
甲
州
市
障
害
者
総

合
計
画
に
あ
る
意

※
１

思
疎
通
支
援

事
業
並
び
に
手
話
奉
仕
員
養
成

研
修
事
業
の
実
績
を
問
う
。　

答

意
思
疎
通
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
令
和
３
年
度
が
14
件
、

令
和
４
年
度
が
17
件
、
手
話
奉

仕
員
養
成
研
修
修
了
者
は
令
和

３
年
度
が
８
名
、
令
和
４
年
度

が
９
名
の
実
績
で
あ
る
。
今
年

度
も
障
害
者
の
生
活
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
各
種
事
業
に
つ

い
て
積
極
的
に
周
知
を
行
う
。

　
問　

近
年
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
方

な
ど
の
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ
や
介

護
施
設
、
病
院
な
ど
で
使
用
が

広
が
る
コ

※
２

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
ボ
ー
ド
の
市
役
所
窓
口
等

へ
の
設
置
並
び
に
設
置
が
さ
れ

た
際
の
告
知
方
法
に
つ
い
て
問

う
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
は
聴
覚
に
障
害
を
持

っ
た
方
な
ど
と
の
意
思
疎
通
に

有
効
な
手
段
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
設
置
に
つ
い
て
窓
口
対
応

を
行
う
各
課
の
意
見
を
集
約
す

る
な
ど
検
討
を
行
う
。
設
置
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、
そ
の
旨
を

窓
口
に
掲
示
す
る
な
ど
の
対
応

を
考
え
る
。

問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
子
育
て
支
援

と
し
て
Ｉ

※
３

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
母

子
手
帳
ア
プ
リ
を
導
入
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問
う
。

答

県
内
の
利
用
状
況
や
初
期

費
用
等
の
調
査
を
行
っ
て
き

た
。
従
来
の
紙
の
母
子
健
康
手

帳
と
併
用
す
る
こ
と
を
前
提
に

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
に
向

け
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
問　

が
ん
や
が
ん
治
療
に
よ
っ

て
生
じ
た
外
見
の
変
化
を
補
い
、

患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
（
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
）

の
充
実
に
向
け
て
、
が
ん
患
者

の
心
理
的
負
担
の
軽
減
の
た
め

の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
に
助

成
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

市
長

県
の
助
成
に
向
け

た
動
き
と
合
わ
せ
て
市
と
し
て

も
前
向
き
に
検
討
、
研
究
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、

市
の
防
災
準
備
品
に
三
角
巾
を

追
加
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

市
で
は
こ
れ
ま
で
三
角
巾

の
備
蓄
は
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
応
急
救
護
な
ど
の
際
に
有

効
な
備
品
だ
と
考
え
る
の
で
備

蓄
を
進
め
る
。

問　

女
性
の
防
災
士
を
増
や
す

取
り
組
み
や
防
災
担
当
部
署
へ

の
女
性
職
員
の
登
用
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
問
う
。

答

本
市
で
は
防
災
士
の
資
格

取
得
時
の
受
講
料
の
補
助
を
行

う
な
ど
そ
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
昨
年
８
月
に

防
災
士
資
格
を
有
す
る
有
志
の

方
々
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
甲
州

市
防
災
士
連
絡
会
の
女
性
防
災

士
増
員
へ
の
取
り
組
み
に
も
協

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
防
災
危
機
管
理
部
署
へ

の
女
性
職
員
の
登
用
に
つ
い
て

は
、
平
時
や
災
害
時
に
女
性
だ

か
ら
気
づ
く
事
、
準
備
で
き
る

事
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
人
事

異
動
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

がん患者の身体的・精神的負担を和らげる医療用ウィッグ

※１　意思疎通が困難な方のために手話通訳者や要約筆記者などを派遣しコミュニケーションの円滑化を図る事業
※２　知的障害、自閉症、聴覚障害のある方のコミュニケーショ支援を目的として作成された図版

　　 ※３　インターネットなどの通信技術を利用したサービスなどの総称
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小林真理子
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塩
山
北
中
学
校
の
学
校
施
設

利
活
用
に
つ
い
て

生
徒
等
へ
の
配
慮
を
第
一
に
考
え
統
合

そ
の
後
に
検
討
を
考
え
て
い
る

問　

部
活
動
の
大
会
等
移
動
の

際
に
、
保
護
者
や
教
職
員
が

自
家
用
車
で
送
迎
を
行
っ
て
い

る
。
夏
休
み
期
間
中
の
大
会
や
、

練
習
試
合
で
の
対
応
を
問
う
。

答　

校
長
会
を
通
じ
学
校
長
に

対
し
て
庁
用
バ
ス
の
使
用
申
し

込
み
方
法
を
再
度
周
知
し
、
甲

州
市
校
長
会
補
助
金
交
付
要
綱

に
定
め
る
児
童
生
徒
対
外
派
遣

事
業
お
よ
び
中
学
生
各
種
大
会

参
加
派
遣
費
補
助
金
に
つ
い
て

の
適
切
な
執
行
依
頼
を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
年
度
夏
季
休
暇

中
は
各
学
校
や
部
活
動
に
よ
り

差
異
は
あ
る
が
、
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
や
県
内
他
校
と
の

練
習
試
合
等
で
、
最
大
４
回
の

送
迎
を
保
護
者
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
。県
外
の
大
会
等
で
は
、

児
童
生
徒
対
外
派
遣
事
業
を
活

用
し
、
バ
ス
を
借
上
げ
実
施
し

た
。
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
関

す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

問　

令
和
７
年
に
塩
山
北
中
学

校
が
閉
校
と
な
る
が
、
学
校
施

設
利
活
用
の
考
え
を
問
う
。　

答

塩
山
北
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
地
域
の
要
望
に
沿

う
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問　

閉
校
し
て
か
ら
施
設
利
活

用
の
検
討
を
始
め
る
の
で
は
な

く
、
閉
校
に
向
け
た
準
備
と
同

時
に
、
利
活
用
検
討
を
始
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

令
和
７
年
４
月
の
塩
山
中

学
校
お
よ
び
塩
山
北
中
学
校
の

統
合
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
準
備
、
検
討
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
学
校
関
係
者

お
よ
び
保
護
者
の
代
表
で
組
織

す
る
統
合
委
員
会
を
設
立
し
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
塩
山
北

中
学
校
に
通
学
さ
れ
て
い
る
生

徒
、
保
護
者
等
へ
の
配
慮
を
第

一
に
考
え
、
ま
ず
は
統
合
に
向

け
全
力
を
傾
注
し
、
統
合
を
迎

え
た
後
に
地
域
住
民
の
意
見
等

も
含
め
、
検
討
が
進
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
掲
げ
た
公
約
に
つ
い
て
の

実
績
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
を
問
う
。

答

市
長

ふ
る
さ
と
納
税
は

市
長
就
任
時
に
は
、
10
億
円
の

目
標
を
た
て
、
令
和
２
年
度
は

11
億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、
組
織
改
革
の
中
で

人
員
を
増
や
し
、
果
物
の
扱
い

業
者
を
選
択
し
な
が
ら
増
や
す

中
で
、
今
で
は
当
時
を
は
る
か

に
上
回
る
１
０
０
社
越
え
の
事

業
者
で
進
め
て
い
る
。
公
約
で

あ
る
小
・
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
行
い
、
長
年
放
置
さ
れ

て
い
た
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
の
再

開
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
市
民
の
皆

様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

一
番
希
望
が
多
か
っ
た
公
園
と

し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
事
業

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

ヴ
ェ
ス
タ
甲
州
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

答

市
長

ヴ
ェ
ス
タ
甲
州
は

市
民
が
集
う
場
所
や
機
会
の
提

供
を
考
え
て
い
る
。
今
年
は
人

が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
稲
作
体
験
を

開
催
し
た
。
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
体
験
な
ど
を
地
域
の

方
と
協
働
で
進
め
て
い
る
。

廃校活用事例集
（文部科学省ＨＰ）

令和７年に閉校となる塩山北中学校

熱
中
症
対
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

今
年
度
、
市
役
所
な
ど
公
的
ス
ペ
ー
ス

を
涼
み
処
と
し
て
開
放
し
た

高畑　一幸
政和クラブ

甲州市地域防災計画
（市ＨＰ）

問　

災
害
発
生
時
の
事
業
継
続

の
実
施
訓
練
は
行
っ
て
い
る
か
。

答

事
業
継
続
計
画
地
震
編
を

策
定
し
、
実
践
的
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
風
水
害
そ
の
他
に
つ

い
て
も
同
様
に
判
断
し
て
い
る
。

問　

災
害
の
被
害
・
被
災
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答

Ｍ
８
・
０
の
東
海
地
震
を

想
定
し
、
全
壊
・
半
壊
家
屋
８

２
４
棟
、
死
者
負
傷
者
86
人
と

試
算
し
て
い
る
。

問　

非
常
時
の
資
源
の
確
保
状

況
を
問
う
。

答

本
庁
舎
は
自
家
発
電
に
よ

り
電
源
は
確
保
。
燃
料
の
備
蓄

は
で
き
な
い
が
、
石
油
協
同
組

合
と
協
定
が
あ
る
。
水
は
一
定

量
確
保
し
て
い
る
。
通
信
機
能

は
衛
星
電
話
等
を
活
用
す
る
。

問　

緊
急
輸
送
道
路
は
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答

４
路
線
を
指
定
し
て
い
る
。

日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

警
察
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

徹
底
し
て
い
る
。
６
つ
の
橋
梁

は
５
年
ご
と
に
点
検
し
て
お
り
、

補
修
も
完
了
し
健
全
度
Ⅰ
を
達

成
し
た
。
今
後
も
維
持
管
理
を

適
切
に
行
っ
て
い
く
。

問　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発

令
時
の
行
動
制
限
や
、
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
問
う
。

答　

日
中
の
外
出
を
控
え
る
、

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
、
水
分

や
適
度
な
塩
分
摂
取
を
心
掛
け

る
な
ど
、
防
災
行
政
無
線
や
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。
民
生
・
児
童
委
員
に

高
齢
者
宅
へ
の
声
掛
け
な
ど
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
度

は
市
役
所
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を

涼
み
処
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。

問　

学
校
な
ど
公
共
施
設
で
の

対
策
は
。

答
「
甲
州
市
立
学
校
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
暑

※

さ
指
数
を

基
準
に
運
動
・
行
動
指
針
を
定

め
て
い
る
。
公
立
保
育
所
で
は

基
本
的
に
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た

園
舎
内
で
保
育
を
し
、
定
期
的

な
水
分
補
給
も
促
し
て
い
る
。

問　

農
作
物
へ
の
酷
暑
の
影
響

を
問
う
。

答

モ
モ
は
品
種
に
よ
っ
て
は

２
割
ほ
ど
の
収
量
減
が
あ
る
。

高
温
障
害
に
よ
る
着
色
の
遅
れ

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ド
ウ

は
黒
と
う
病
の
広
が
り
や
最
近

で
は
晩
腐
病
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。
果
樹
共
済
や
収
入
保
険
な

ど
の
救
済
制
度
へ
の
加
入
促
進

を
進
め
て
い
く
。

問　

公
共
交
通
機
関
の
夜
間
利

用
者
へ
の
対
策
を
問
う
。

答

夜
の
時
間
帯
に
公
共
交
通

を
利
用
で
き
な
い
こ
と
は
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

問　

交
通
弱
者
や
買
い
物
弱
者

に
対
し
て
タ
ク
シ
ー
利
用
の
割

引
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
か
。

答

運
転
免
許
証
返
納
後
１
年

以
内
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
バ
ス

利
用
60
回
分
の
回
数
券
を
交
付

し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
利
用
に

つ
い
て
は
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

市
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
の

夜
間
営
業
の
実
情
を
問
う
。

答

副
市
長

各
社
聞
き
と
り

の
結
果
、
１
社
は
20
時
で
運
行

終
了
。
１
社
は
夜
間
営
業
の
台

数
は
１
台
の
み
。
１
社
は
１
台

又
は
２
台
と
い
う
状
況
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
不
足
と
高
齢
化
に
よ

り
夜
間
営
業
は
厳
し
い
状
況
。

人手不足と高齢化により夜間の営業が厳しくなっている
タクシー業者

※ 人体と外気の熱のやり取りに注目し、①湿度、 ②日射・輻射 ( ふくしゃ ) など周辺の熱環境、 
③気温の３つを取り入れた指標のこと
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外
国
人
観
光
客
の
取
り
込
み
へ
の

対
策
は

近
隣
市
と
の
広
域
連
携
に
よ
り

誘
客
促
進
を
図
っ
て
い
く

問　

集
中
豪
雨
や
線
状
降
水
帯

が
発
生
し
た
場
合
、
市
民
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

警
報
発
令
に
よ
り
危
険
が

高
ま
り
災
害
発
生
の
可
能
性
が

あ
る
場
合
や
避
難
を
呼
び
か
け

る
場
合
は
、
先
ず
防
災
行
政
無

線
を
利
用
し
、
各
区
長
等
に
も

協
力
の
依
頼
を
し
て
対
応
し
て

い
く
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ

る
避
難
の
呼
び
か
け
、
市
の
防

災
メ
ー
ル
や
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
、
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て

周
知
を
促
す
。

問　

災
害
時
の
避
難
に
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
の
か
。

答　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

く
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
に

登
録
を
し
て
い
る
。
台
帳
登
録

者
が
居
住
す
る
地
域
の
区
長
や

担
当
す
る
民
生
・
児
童
委
員
、

消
防
機
関
、
警
察
機
関
等
に
情

報
提
供
し
て
お
り
、
地
域
で
共

有
を
図
っ
て
い
る
。

問　

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ

市
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
イ
ム

ズ
市
と
の
国
際
交
流
事
業
に
つ

い
て
現
状
を
問
う
。

答　

６
月
に
エ
イ
ム
ズ
市
の
訪

問
団
が
来
訪
し
、
中
学
生
と
の

交
流
や
、
日
本
、
甲
州
市
の
文

化
の
体
験
、
30
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
て
交
流
を
再
開
で
き

た
。
10
月
に
は
甲
州
市
代
表
団

が
エ
イ
ム
ズ
市
を
訪
問
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

今
後
、
中
学
生
等
の
交
流

は
再
開
で
き
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
を
通

じ
て
異
文
化
理
解
を
深
め
る
機

会
は
、
中
学
生
の
時
期
に
体
験

す
る
こ
と
が
大
変
貴
重
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
エ
イ
ム
ズ
市

ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ラ
市
長
と
鈴
木

市
長
で
以
前
の
よ
う
な
中
学
生

派
遣
交
流
の
再
開
を
約
束
し
た
。

来
年
に
も
計
画
的
に
交
流
事
業

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ
市
に
も
派

遣
交
流
を
再
開
し
た
い
旨
を
打

診
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
市
と
エ
イ
ム
ズ
市
や
ボ

ー
ヌ
市
と
の
学
校
間
で
留
学
制

度
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

導
入
す
る
に
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
や
学
校
の
受
入
れ
先
の

体
制
づ
く
り
等
の
課
題
も
多
い
。

今
後
、
双
方
の
中
学
生
の
交
流

を
深
め
る
中
で
、
留
学
制
度
の

構
築
が
可
能
か
ど
う
か
も
含
め

て
研
究
し
て
い
く
。

問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回

復
を
見
据
え
た
外
国
人
観
光
客

の
取
り
込
み
へ
の
対
策
は
。

答　

甲
州
市
観
光
振
興
計
画
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ
強
化
の

施
策
に
基
づ
き
、
甲
府
と
峡
東

３
市
の
広
域
連
携
事
業
に
お
い

て
、
本
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
規
制
緩
和
も
行
わ
れ
た
中
で
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
予
定
で
、
よ
り
多

く
の
訪
日
外
国
人
を
呼
び
込
む

誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　

外
国
人
観
光
客
へ
本
市
の

魅
力
を
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

答　

５
か
国
語
で
表
記
し
た
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

市
観
光
案
内
所
や
ぶ
ど
う
の
丘

な
ど
の
公
共
施
設
等
に
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
も
併
せ
て
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
来
訪
す
る
外

国
人
に
対
し
言
語
変
換
機
能
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

甲州市観光協会ＨＰ

リニューアルされた塩山駅前の観光案内所

森
林
火
災
へ
の
備
え
は

消
防
団
が
訓
練
を
重
ね
て
い
る

日向　　正
みらい政友会

防犯灯ＬＥＤ化の補助
（第３条参照）

問　

市
主
催
の
映
画
「
弁
当
の

日
」
鑑
賞
会
で
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
お
弁
当
を
作
る
意
義

や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
取
り

組
み
に
感
銘
を
受
け
た
。
今
後

の
取
り
組
み
方
針
は
。

答　

今
年
度
は
７
校
で
取
り
組

み
、
６
年
間
の
子
ど
も
達
の
成

長
も
出
て
い
る
。
食
育
の
一
手

段
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

問　

筋
肉
を
増
強
す
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
、
ま

ち
な
か
の
空
き
店
舗
等
を
活
用

し
て
整
備
で
き
れ
ば
、
市
民
が

健
康
づ
く
り
に
気
楽
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
が
ど
う
か
。

答　

市
内
に
は
民
間
の
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
も
あ
り
、
ニ
ー
ズ
や
運

営
手
法
、
財
政
負
担
な
ど
多
方

面
か
ら
の
検
証
が
必
要
に
な
る
。

問　

森
林
火
災
へ
の
対
策
は
。

答　

消
防
団
に
お
い
て
年
に
１

回
、
選
定
し
た
分
団
が
林
野
火

災
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
各
分
団
で
も
自
主

訓
練
の
実
施
や
機
材
の
整
備
を

し
て
い
る
。
消
防
本
部
に
お
い

て
も
定
期
的
に
火
災
予
防
啓
発

の
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。

問　

火
災
を
起
き
に
く
く
す
る

た
め
の
森
林
整
備
は
ど
う
か
。

答　

森
林
の
保
全
は
森
林
環
境

譲
与
税
を
財
源
に
実
施
す
る
森

林
整
備
が
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
令
和
元
年
よ
り
事
業

を
進
め
て
い
る
。

問　

被
災
時
に
支
援
の
基
礎
と

な
る
罹
災
証
明
書
の
発
行
訓
練

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い

て
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

 

市
内
教
育
環
境

 

差
の
な
い
よ
う
に

問　

中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
育

に
つ
い
て
、
大
規
模
校
は
担
当

す
る
先
生
が
専
属
で
い
る
が
、

小
規
模
校
と
差
の
な
い
教
育
を

目
指
す
甲
州
市
で
の
対
応
は
。

答　

端
末
を
活
用
し
、
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
補
助
教
材

等
も
同
一
の
も
の
を
使
い
、
差

が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　

燃
料
費
等
が
高
騰
し
て
い

る
中
、
温
泉
な
ど
の
指
定
管
理

者
施
設
の
使
用
料
の
値
上
げ
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
か
ら
運
営
を

圧
迫
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
る
。

市
民
の
皆
様
の
負
担
増
に
な
ら

な
い
料
金
設
定
の
調
査
等
が
必

要
で
あ
り
、
値
上
げ
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

電
気
料
の
値
上
げ
対
策
の

一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
等
の
無

駄
な
点
灯
を
な
く
す
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

所
有
者
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
で
き
な
い
か
。

答　

市
管
理
の
防
犯
灯
の
全
量

調
査
が
終
わ
っ
た
ら
仕
組
み
作

り
等
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

剪
定
枝
や
竹
材
等
を
一
箇
所
に

集
め
、
炭
に
し
て
活
用
す
る
仕

組
み
作
り
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

市
で
剪
定
枝
な
ど
を
処
分

す
る
に
は
新
た
な
施
設
が
必
要

と
な
る
。
４

※

‰
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
取
り
組
み
と
し
て
無
煙
炭
火

器
の
普
及
を
進
め
て
お
り
、
剪

定
枝
の
活
用
は
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ

山
梨
等
と
研
究
を
進
め
る
。

山での火災を想定した消防団による訓練の様子

※ ４パーミル・イニシアチブ・・・炭素を土壌中にとどめ、大気中の二酸化炭素増加量をゼロに
する取り組み
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

塩
山
中
・
塩
山
北
中
統
合
校

制
服
等
の
検
討
始
ま
る

8

9

29

14

統合校ではどんな制服になるか楽しみ

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
８

月
29
日
、
９
月
14
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
８
月
29
日
開
催

■
勝
沼
中
学
校
大
規
模
改
造
工

事
（
建
築
主
体
工
事
）
請
負
変

更
契
約
締
結

問　

10
月
中
の
完
成
予
定
で
あ

る
が
、
猛
暑
の
中
、
行
政
側
は

ど
の
様
な
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
か
。

答　

打
ち
合
わ
せ
は
頻
繫
に
し

て
お
り
、
従
業
員
の
体
調
管
理

も
含
め
て
今
後
も
注
意
し
て
い

く
。
学
校
の
長
期
休
暇
も
終
わ

り
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

授
業
に
も
影
響
が
な
い
様
に
注

意
し
て
い
き
た
い
。

●
９
月
14
日
開
催

■
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ

ら
な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、
中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願

意
見

過
去
に
も
何
度
か
請
願

を
受
け
意
見
書
を
国
に
出
す
も

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
出
す
意

味
は
ど
う
か
。

意
見　

国
が
動
く
ま
で
誠
心
誠

意
、
熱
意
を
持
っ
て
、
諦
め
る

こ
と
な
く
粘
り
強
く
進
め
て
い

け
た
ら
と
思
う
。

意
見

山
梨
県
で
は
少
人
数
学

級
を
独
自
で
実
施
し
て
い
る
が
、

国
が
教
育
予
算
を
確
保
す
る
べ

き
で
あ
る
。

※
全
会
一
致
で
、「
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。

■
塩
山
中
学
校
・
塩
山
北
中
学

校
統
合
準
備
に
つ
い
て
（
議
会

閉
会
中
に
お
い
て
も
市
内
中
学

校
再
編
等
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
て
い
る
）

問　

統
合
の
進
捗
状
況
は
。

答

統
合
準
備
委
員
会
を
開
催

し
学
校
指
定
品
、
通
学
方
法
等

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

制
服
、体
育
着
、通
学
カ
バ
ン
の

学
校
指
定
品
に
つ
い
て
保
護
者

等
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
54
・
４
％
の
方

か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
制

服
に
つ
い
て
は
回
答
者
の
71
・

４
％
の
方
が
必
要
で
あ
る
と
の

回
答
で
あ
っ
た
た
め
、
制
服
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
、
ユ
※
１

ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
で
デ

ザ
イ
ン
案
は
プ
※
２

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
事
業
者
を
選
定
し
て
い
く
。

問　

選
定
す
る
メ
ン
バ
ー
は
。

答

学
校
関
係
者
の
代
表
、
保

護
者
の
代
表
、
教
育
長
・
教
育

総
務
課
を
含
め
た
教
育
委
員
会

の
代
表
を
考
え
て
い
る
。

問　

山
梨
市
の
よ
う
な
選
択
制

の
制
服
に
で
き
な
い
か
。

答

義
務
教
育
で
あ
る
の
で
、

統
一
的
な
方
式
の
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
統
合
準
備
委
員
会
の
中
で

は
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
を

導
入
す
る
事
を
決
め
た
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
検
討
状

況
は
。

答

統
合
準
備
委
員
会
の
中
で

導
入
す
る
こ
と
と
し
協
議
を
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
二
本

木
線
、
国
道
４
１
１
号
、
玉
宮

線
に
各
１
台
ず
つ
を
検
討
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
小
林
真
理
子　

○
中
村
勝
彦

　

日
向　

正　
　
　

葊
瀬
明
弘

　

高
畑
一
幸　
　
　

小
野
公
秀

　

佐
藤
浩
美　
　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

塩山地域中学校再編に
ついて（市ＨＰ）

※ １　身体能力の違いや年齢、性別、国籍に関わらず、全ての人が利用しやすいようにつくられた
デザインのこと

※２　複数の事業者から企画書や提案書などを提出してもらい、最適な事業者を選定する方式

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

﹁
管
理
不
全
空
き
家
﹂
制
度
導
入

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
促
す

９
12

　

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
を
９

月
12
日
、
28
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

空
き
家
の
総
数
は
１
７
３
９
件

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
荒
廃
が

進
ん
で
い
る
空
き
家
37
件
に
対

応
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

問　

今
後
の
庁
内
組
織
の
対
応

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

答

空
き
家
の
利
活
用
に
関
し

て
は
庁
内
で
政
策
秘
書
課
等
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
環
境
課

で
は
荒
廃
し
た
空
き
家
の
所
有

者
へ
勧
告
、
指
導
し
て
、
危
険

な
物
件
は
除
却
す
る
よ
う
に
促

し
て
い
く
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に

規
則
等
の
改
正
を
行
い
、
管
理

不
全
空
き
家
の
認
定
基
準
を
設

け
て
い
く
。

問　

管
理
不
全
空
き
家
へ
の
措

置
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答

新
た
に
管
理
不
全
空
き
家

の
認
定
基
準
を
設
け
て
指
導
を

行
い
、
次
の
段
階
で
は
固
定
資

産
税
の
住
宅
特
例
を
勧
告
に
よ

り
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
課

税
の
賦
課
が
高
ま
り
、
納
税
額

も
上
昇
す
る
た
め
、
空
き
家
の

流
動
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

改
善
し
な
い
場
合
で
、
さ
ら
に

第
三
者
に
危
険
が
及
ぶ
と
判
断

し
た
と
き
は
、
特
定
空
き
家
に

認
定
し
て
所
有
者
へ
解
体
等
を

促
し
て
い
く
。
最
終
的
に
行
政

代
執
行
も
致
し
方
な
い
と
考
え

る
。　

●
９
月
28
日
開
催

■
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
を

求
め
る
請
願

意
見

加
齢
性
難
聴
者
に
対
し

て
広
く
公
的
補
助
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
力
を
尽
く
す
こ
と
を
請

願
し
て
い
る
の
で
、
市
の
補
正

予
算
の
措
置
と
矛
盾
す
る
こ
と

で
は
な
い
と
考
え
て
採
択
す
べ

き
で
あ
る
。

意
見　

軽
度
・
中
度
の
難
聴
者

へ
の
公
的
補
助
は
、
市
の
補
正

予
算
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り

請
願
の
項
目
が
当
て
は
ま
ら
な

い
と
解
釈
す
る
。

意
見

補
正
予
算
の
成
立
に
よ

り
市
が
18
歳
以
上
の
軽
度
・
中

度
の
難
聴
者
を
対
象
に
補
助
制

度
を
創
設
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
重
ね
て
請
願
を
採
択
す

る
こ
と
に
反
対
で
あ
り
不
採
択

と
考
え
る
。

※
委
員
会
で
は
採
決
の
結
果
、

「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」と
決
し

ま
し
た
。

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

◎
平
塚　

悟　
　

○
丸
山
国
一

　

岡
部
紀
久
雄　
　

青
柳
好
文

　

髙
野
浩
一　
　
　

飯
島
孝
也

　

相
沢
俊
行　
　
　

矢
崎
友
規

空き家の管理は所有者等が自らの責任において
適切に行うことが大前提である

９
28

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

●
９
月
12
日
開
催

■
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問　

条
例
改
正
の
目
的
は
。

答

国
の
法
改
正
に
よ
り
、
特

定
空
き
家
等
と
な
る
こ
と
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
「
管
理
不
全

空
き
家
」
の
新
し
い
分
類
を
設

け
る
こ
と
に
な
る
。
管
理
不
全

空
き
家
の
所
有
者
へ
勧
告
を
す

れ
ば
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
特

例
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問　

市
内
の
空
き
家
の
状
況
や

特
定
空
き
家
に
近
い
物
件
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

答

令
和
３
年
に
第
２
期
甲
州

市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、

空
き
家
の
基
礎
調
査
に
お
い
て
、

居
住
実
態
が
な
い
と
思
わ
れ
る

第２期空家等対策計画
（市ＨＰ）
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一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
８

９

29

15

ヘルメット着用が努力義務となったことに対し
購入補助がされることとなった

　

一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
８
月
29
日
、
９
月
15

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

●
８
月
29
日
開
催

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

問　

勝
沼
中
学
校
大
規
模
改
造

事
業
の
変
更
内
容
は
。

答

建
築
主
体
工
事
、
機
械
設

備
工
事
は
増
額
、
電
気
設
備
工

事
は
減
額
し
、
合
計
１
３
０
９

万
１
７
０
０
円
の
増
で
あ
る
。

●
９
月
15
日
開
催

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
令
和
４
年
度
残
額
分
は
こ

れ
で
全
て
に
な
る
の
か
。

答　

こ
れ
で
全
て
で
あ
る
。

問　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
金
を
３
０
０
件
分
で
計

上
し
た
根
拠
は
。

答

同
程
度
の
自
治
体
の
状
況

か
ら
妥
当
と
し
た
。

問　

４
月
購
入
分
に
遡
っ
て
補

助
対
象
と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

領
収
書
の
な
い
場
合
は
。

答

購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

金
額
が
分
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

写
真
な
ど
を
添
付
し
て
申
出
書

を
提
出
い
た
だ
く
。
10
月
か
ら

は
領
収
書
を
添
付
す
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

傾
向
は
。

答　

95
％
が
果
物
で
あ
り
、
そ

の
内
７
割
が
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
で
あ
る
。

問　

補
聴
器
購
入
助
成
事
業
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

議
決
後
、
要
綱
を
作
成
し

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

問　

農
業
者
等
支
援
事
業
給
付

金
給
付
事
業
費
は
、
農
業
所
得

申
告
世
帯
と
、
法
人
等
給
与
所

得
世
帯
に
５
万
円
給
付
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

答

農
業
者
を
想
定
し
て
お
り
、

確
定
申
告
で
農
業
所
得
を
申
告

し
て
い
る
方
、
ま
た
観
光
農
園

を
営
ん
で
い
る
方
で
あ
る
。

問　

モ
モ
産
地
競
争
力
支
援
事

業
費
補
助
金
に
お
い
て
高
品
質

化
の
た
め
の
資
材
導
入
分
を
計

上
し
て
い
る
が
、
酷
暑
に
対
応

す
る
資
材
へ
の
考
え
は
。

答

白
色
反
射
シ
ー
ト
も
対
象

な
の
で
利
用
し
て
欲
し
い
。
県

で
は
品
種
改
良
も
行
っ
て
い
る

の
で
新
品
種
へ
の
改
植
や
資
材

等
の
支
援
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
高
温
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

指
定
管
理
者
へ
の
赤
字
補

填
の
理
由
は
利
用
者
の
減
、
物

価
高
騰
の
ど
ち
ら
か
。

答　

両
方
で
あ
る
。

問　

大
日
影
ト
ン
ネ
ル
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
は
い
つ
か
。

答

３
月
24
日
を
予
定
し
て
い

る
。
桜
フ
ェ
ス
タ
を
前
日
に
開

催
し
、
２
日
連
続
で
桜
の
時
期

を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

問　

塩
山
南
小
学
校
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
の
内
容
は
。

答

ま
ち
な
か
で
危
険
な
箇
所

も
あ
り
、
安
全
を
守
る
た
め
県

の
補
助
を
活
用
し
設
置
す
る
。

問　

寄
附
い
た
だ
く
Ｊ
Ａ
の
建

物
を
公
民
館
と
し
て
活
用
す
る

が
、
既
存
の
公
民
館
も
併
用
し

て
い
く
の
か
。

答

１
階
に
あ
っ
た
旧
Ｊ
Ａ
玉

宮
支
所
を
寄
附
い
た
だ
き
、
２

階
の
玉
宮
公
民
館
と
併
せ
て
公

民
館
と
し
て
利
活
用
し
て
い
く
。

一
般
会
計
等

予
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
小
林
真
理
子　

○
中
村
勝
彦

　

日
向　

正　
　
　

葊
瀬
明
弘

　

高
畑
一
幸　
　
　

小
野
公
秀

　

佐
藤
浩
美　
　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也

予 算 審 査
特 別 委 員 会
レ ポ ー ト

農業者支援給付金
（市ＨＰ）

農
家
へ
５
万
円
の
給
付
金

公
営
企
業
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
９
13

サービスの拡充を図る大藤診療所

　

公
営
企
業
会
計
等
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
９
月
13
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
度
診
療
所
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問　

居
宅
療
養
管
理
指
導
収
入

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
何
故

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
と
新
規

に
患
者
を
獲
得
で
き
る
こ
と
が

見
込
め
る
の
か
。

答　

大
藤
診
療
所
の
医
療
事
務

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
こ
と
で

業
務
効
率
が
向
上
し
、
介
護
認

定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が
自

宅
で
療
養
生
活
を
送
る
上
で
必

要
と
な
る
医
師
か
ら
の
指
導
や

助
言
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
今
よ

り
も
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
算

定
が
見
込
め
る
こ
と
に
な
る
。

■
令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　

介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入

費
補
助
と
介
護
予
防
住
宅
改
修

費
補
助
は
異
な
る
内
容
に
も
関

わ
ら
ず
、
と
も
に
１
０
０
万
円

の
増
額
補
正
で
あ
る
が
、
積
算

根
拠
を
問
う
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
施
設

に
入
所
す
る
と
面
会
で
き
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
入
所
を
控
え

る
傾
向
が
あ
り
、
在
宅
が
増
え

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
在
宅

で
使
う
福
祉
用
具
の
購
入
と
住

宅
改
修
が
伸
び
て
い
る
と
考
え

る
。
補
正
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
万
円
と
し
た
根
拠
は
、
７
月

ま
で
の
執
行
額
か
ら
考
慮
し
た

年
度
末
ま
で
の
不
足
分
を
計
上

し
た
か
ら
で
あ
る
。

■
令
和
５
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

問　

歳
入
の
減
額
補
正
は
、
人

事
配
置
に
よ
る
１
人
減
分
か
。

答　

人
件
費
の
減
額
補
正
を
し

た
が
、
人
数
の
増
減
は
な
い
。

■
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問　

減
額
補
正
は
水
道
事
業
会

計
の
人
事
配
置
の
変
更
と
同
じ

要
因
か
、
そ
れ
と
も
違
う
の
か
。

答

職
員
の
人
数
に
変
わ
り
は

な
く
、
同
じ
要
因
で
あ
る
。

■
令
和
５
年
度
勝
沼
ぶ
ど
う
の

丘
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

問　

配
置
替
え
は
、
ど
こ
の
部

署
の
人
数
が
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

増
員
に
な
っ
た
部
署
は
フ

ロ
ン
ト
と
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
１

名
ず
つ
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

問　

２
名
増
員
だ
が
、
減
額
補

正
す
る
理
由
は
。

答　

児
童
手
当
の
給
付
を
受
け

て
い
る
者
か
ら
受
け
て
い
な
い

者
へ
の
変
更
と
給
与
月
額
の
平

均
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

問　

超
過
勤
務
手
当
が
増
え
て

い
な
い
が
、
役
職
手
当
の
あ
る

職
員
に
負
担
が
偏
っ
て
い
な
い

か
。

答

定
期
の
人
数
が
そ
れ
ぞ
れ

８
時
間
同
じ
業
務
を
す
る
の
で

は
な
く
、
８
時
間
を
い
か
に
必

要
と
す
る
場
所
に
行
っ
て
働
く

か
、
時
と
し
て
は
何
カ
所
か
に

流
動
的
に
移
動
し
て
働
く
と
い

う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

公
営
企
業
会
計
等

予
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
平
塚　

悟　
　

○
丸
山
国
一

　

岡
部
紀
久
雄　
　

青
柳
好
文

　

髙
野
浩
一　
　
　

飯
島
孝
也

　

相
沢
俊
行　
　
　

矢
崎
友
規

予 算 審 査
特 別 委 員 会
レ ポ ー ト

介護予防・日常生活
支援総合事業
（市ＨＰ）

大
藤
診
療
所
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
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甲州市議
会広報アンケート甲州市議
会広報アンケート

　この度は「甲州市議会広報７２号」をご覧いただきありがとうございます。より良い広報に
するため、読者アンケートを実施いたします。ご協力くださいますようお願い申し上げます。

皆様のご意見をお聞かせください！

アンケートの回答方法

アンケートの内容と回答用紙（ＦＡＸ番号：0553-32-3122）

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。

問５　良いと思った写真をあげてください。（自由記述）

問４　読みやすかった記事をあげてください。（自由記述）

問３　良いと思った見出しをあげてください。（自由記述）

問１　お住まい

甲州市内・甲州市外

問２　年齢

20歳未満・20代・30代・40代・50代・60代・70歳以上

選択問題は、該当する項目に〇を、自由記述はご意見等をご記入お願いします。

下記のいずれかの方法にて回答をお願いします。
● インターネット

●電子メール
https://forms.gle/Z9F29UjkikupYumW6

下記のＵＲＬまたは、ＱＲコードからご回答をお願いします。

アンケート内容を転記して、下記のメール
アドレスまでお送りください。（写真も可）
　gikai5040@gmail.com

● ＦＡＸ
下記の番号までお送りください。
　0553-32-3122
回答期限  令和５年 12月 31日（日）まで

回答フォーム

「こうしゅう市議会広報７１号」アンケートにご協力ありがとうございました

皆様からいただいたご意見を、議会
広報や議会活動に生かしてまいりま
す。ご協力ありがとうございました。

前号から議会広報モニター（以下モニター）が
始まりました。モニターの皆さんには議会広報
の企画及び編集、議会全般の広報活動に対する
意見や提案を頂戴します。引き続きモニターを
募集します。
詳細は議会事務局まで（℡：３２－３１２２）

「こうしゅう市議会広報７１号」
アンケート集計結果

問１

お住まい

問２

年 齢

市外　6.7％

市内　93.3％

20歳未満 6.7％

30代
　20％

40代
　26.7％

50代
　6.7％

   60 代
　13.3％

70歳以上
　20％

問３ 議会広報をどの段階まで読みますか

故郷ゆかりの偉人マンガ作成／峡東三市
の公共施設相互利用／老朽化前に大和中
の利活用を／祝公民館・ぶどうの国文化
館などの集約と利活用／空き家対策の管
理不全耕作放棄地対策への応用／森林環
境税の有効活用／少子化対策／自衛隊へ
の情報提供についての周知／出前授業と
子ども議会／地域での子育て支援

大日影トンネル遊歩道補修工事／シェア
オフィス施設／出産後の環境整備／大和
自然学校の今後／塩山駅防犯カメラ設置
を／甘草屋敷を子ども図書館に／指定管
理施設の今後／大和福祉センター廃止／
屈折検査機導入／補聴器購入助成／ぶど
うの国文化館にわだつみ文庫／ハラスメ
ント対応

問４ 議会広報を読んで関心を寄せた内容は何ですか

防災について／空き家対策／前向きに検
討との答弁その後／大日影トンネルの弱
者対策／シェアオフィス甲州で電子マ
ネー活用／ぶどうの丘の今後／祝公民館
の行方／屈折検査機の導入／議員の質問
その後／職員のハラスメント相談窓口／
勝沼ぶどう郷駅の整備

問５ 議会広報を読んで追跡してほしいと思った内容はありますか

高齢者の買い物や移動支援／ぶどうの
丘ストリートピアノ設置／ＰａｙＰａｙ還元実
施／勝沼病院の今後／友好都市との国
際交流／公有財産の活用、特に温泉施
設／就農支援の成果／旧大和中の利活
用／祝公民館、祝ふれあい親子館、ぶ
どうの国文化館の集約と利活用

アンケート結果

アンケート結果を要約して掲載しています。

①中身を見ずに閉じたまま 0％
②パラパラめくって、そのまま閉じる 0％

③パラパラめくった時に、関心がある見出し等あればその部分を読む 40％
④読んだ記事が難しければそこで閉じる 0％

⑤読んだ記事が面白ければ、関連記事も読みたくなり、時間があれば読む 13.3％
⑥内容がとても興味深いと思えば、時間がなくても読む。
そして、他の関心が薄かった記事も読んでみたくなる 13.3％

⑦その時読んだ記事が理解できなければ進まないが、理解できれば結構読む 0％
⑧そして、次号も読む 0％

⑨面白い内容なら、他人に知らせたくなる 6.7％
その他 26.7％

20代 6.7％

　

８
月
３
日
に
市
内
小
中
学
校

17
校
の
代
表
児
童
・
生
徒
が
リ

ア
ル
に
議
会
を
体
験
し
ま
し
た
。

議
長
、市
長
、副
市
長
、委
員
長
、

議
員
と
し
て
、
本
会
議
、
委
員

会
に
臨
み
、
議
案
の
提
案
、
審

議
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
緊

張
感
が
あ
る
中
、
立
派
な
議
会

と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会

開
催
！

登壇し議案の説明をする様子議案に対し起立による採決を行う様子
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■
こ
の
夏
は
、
全
国
の
ア
メ
ダ

ス
地
点
の
う
ち
１
２
８
地
点
で

最
高
気
温
の
過
去
最
高
を
記

録
、
ま
た
全
国
各
地
で
最
高
気

温
が
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
や

30
℃
以
上
の
真
夏
日
の
連
続
記

録
の
更
新
な
ど
、
災
害
級
と
も

言
え
る
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

彼
岸
を
過
ぎ
た
９
月
28
日
に
は

甲
府
で
35
・
４
℃
「
最
遅
」
の

猛
暑
日
を
記
録
。こ
の
ま
ま「
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
の
諺
も

過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
ま
す
ま

す
異
常
気
象
の
常
態
化
に
よ
る

全
国
的
な
農
作
物
や
畜
産
物
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
翻
っ
て
、
日
本
の
食
料
自
給

率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約

38
％
。
人
口
１
億
人
以
上
の
先

進
国
中
で
最
も
低
く
、
実
質
自

給
率
は
10
％
程
度
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
今
こ
そ
」
我
々

の
命
を
支
え
る
「
食
」、
そ
の

供
給
を
担
う
農
業
・
農
家
へ
の

国
を
挙
げ
て
の
手
厚
い
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
荻
）

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

岡
部
紀
久
雄

編
集
委
員
長　
　

飯
島　

孝
也

副
委
員
長　
　
　

矢
崎　

友
規

委　

員　
　
　
　

中
村　

勝
彦

委　

員　
　
　
　

髙
野　

浩
一

委　

員　
　
　
　

平
塚　
　

悟

委　

員　
　
　
　

小
野　

公
秀

委　

員　
　
　
　

佐
藤　

浩
美

委　

員　
　
　
　

有
賀　

公
子

委　

員　
　
　
　

荻
原　

哲
也

議会広報紙の質を向上させるため、
あなたの意見が必要です！

甲州市ホームページで
議会広報のバックナンバー
が読めます。

　

10
月
７
日
に
第
70
回
甲
州
市
か
つ

ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
４
年
ぶ
り
に
登
場
し
た
の
は

輝
く
神
輿
。「
勝
豪
快
」
が
担
ぐ
そ

の
力
強
さ
や
表
情
に
は
、
祭
り
へ
の

情
熱
、
地
元
の
誇
り
と
団
結
が
感
じ

ら
れ
、
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
観
客

の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

12 月定例会開催予定
日 月 火 水 木 金 土

11/26 27 28 29 30 12/ 1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

予備日 常任委員会
（厚生経済）

予算審査
特別委員会
（特別会計・
公営企業会計）

常任委員会
（総務文教）

予算審査
特別委員会
（一般会計・
財産区会計）

17 18 19 20 21 22 23

予備日 本会議
（閉会）

○午前 10 時開会です。（日程変更はホームページ等でご確認ください）
○市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場・委員会室
（市役所本庁舎 ３階）へお越しください。

表
紙
の
写
真

アンケートにご協力ください！
23ページをご覧ください。

アンケートにご意見をお寄せください！

武
た け

田
だ

琉
る

依
い

さん

「兄がスポ少でバドミントンをしている姿
を見て、年長の頃に始めました。ラリーを繋げることも楽しいです
が、試合で相手に粘られた時に得意なスマッシュで決められたとき
は本当に楽しいです。「諦めないこと」を胸に、困難にぶつかっ
ても精一杯努力し、関東大会で勝ち上がり、全国大会に出場した
いと思います。ここまで成長できたのは、周りの人々が支えてく
れたおかげです。感謝しています。みんなのサポートが前に進む
力となっています。」と語ってくれました。

輝く 甲州市民
勝沼ジュニアバドミントン
スポーツ少年団

● 山梨県小学生バドミントン大会兼
全国小学生選手権関東地区予選県
予選　６年生男子シングルス優勝




